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Ｑ　安心して暮らせるまちづくりの一つは、交通
環境と防災対策の向上である。大規模地震に対

する備えをより一層強化する必要がある。ブロック塀
に亀裂が入り傾いていたり、民家に大木が倒れそうな
所もある。道路もいたるところ破損している。歩道が
なく事故が起きそうな危険なところもある。どのよう
に対応していくのか。

Ａ　道路補修が必要とされる箇所の優先度や費用
の算定、国の補助金確保などにつなげ適正な維

持管理を推進し、巡視点検や地区要望により補修対策
を強化していく。ブロック塀等撤去工事補助を予算に
計上し、所有者への支援体制を整えていく。

Ｑ　一人暮らしを支える地域づくりについて、地
域の「通いの場」は円滑に運営されているが、

近くに店がなく買い物に困窮している買い物難民が各
地区に多数いる。地域で自立生活を支援していく具体
策はあるのか。高齢者医療費無償化を実施していく考
えはあるか。

Ａ　地域の「通いの場」で情報を共有し、お互い
できることを助け合える場となるよう支援して

いく。地域の課題や必要な生活支援について地域の協
議体や「お互いさま推進協議会」の中で生活支援コー
ディネーターを中心に活動している。高齢者医療無償
化は難しい。

Ｑ　町の魅力の発信強化としてこの町の特色を活
かし「海と山を走ろうマラソン大会」を実施し、

多くの方にご自分の目で町の良さを見ていただくこと
が情報発信につながると思うがいかがか。

Ａ　行政がやっていくという時代ではない。これ
も民間や町民有志の方でそういった可能性をお

話しいただくことも１つと思っている。

町長２期目の所信表明
安全・安心なまちづくりの拠点づくり
大規模地震に対する備えを強化
○ �被災時に災害対策本部として機能する役場庁舎は、
新庁舎としてラディアン周辺へ移転・建設し、教
育委員会や保健センターを集約。ラディアンや図
書館との連携で新たな交流拠点とする。

自然の中で安心できる子育て環境の充実
子育てを地域と社会で応援
○ �妊娠から子育て期の切れ目ない支援を充実すると
ともに、支援を必要とする子への継続的な支援や、
子育てに不安を感じる保護者が気軽に相談できる
体制の充実。

○ �子どもと共に大人も楽しみ学べる場として東京大学
果樹園跡地の活用やボール遊びができる公園の整備。

子ども・教師・保護者・地域の人々が� �
� 共に学び育ちあう教育の充実
子どもたちの能力を最大限に引き出すため、自発的に
行動を起こせる環境を整え、計画的な教育へ投資
〇 �インターネット環境整備やタブレットの導入。英
語教育の充実。プログラミング教育の開始。普通
教室への空調整備。

〇 �コミュニティ・スクールを全小中学校に導入。小
中一貫教育のもと学校の再配置と通学区域の変更
も進める。

ひとり暮らしを支える地域づくりの推進
誰もが生き生きと暮らし、住み慣れた地域で自分らし
い生活が続けられる地域づくり
〇 二宮型「地域包括ケアシステム」の確立。

第２のふるさととしての町の魅力の発信強化
定住人口、交流人口増とともに、町に継続的に関わる
「関係人口」を増やす。
〇 �海や山などの豊かな自然環境や暮らしやすい良好
な住環境を守り、魅力あるまちづくり。

〇 �「にのみやＬｉｆｅ」の認知度をさらに高める効果的
な情報発信。

持続可能で多様性を認める共生社会の推進
「響き合う」まちづくりを進め、住んでいるすべての
かたがたが楽しく幸せに過ごせる町に
〇 �的確で効果的な情報発信を進め、現場へ赴き顔の
見える関係の中で意見交換をしながら一体となった
自治体運営に努める。

村田町長の所信表明
６つの柱について問う

前田　憲一郎
（無所属）

台
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Ｑ　地方自治の変革が求められる岐路の時代、対
処的な経費削減だけでなく、住民自治のトップ

ランナーとなるべく人材豊富な顔の見える町の素質を
活かす持続可能な政治の仕組みにむけて、抜本的な改
革が必要ではないか。

Ａ　古くて新しい課題。円卓で行政と住民が協働
の課題解決をピンポイントで継続して議論する

場は重要で丁寧に持ちたい。

Ｑ　財政の収縮する未来を見据えて新庁舎建設の
議論を。時代に合わないシステムを踏襲する箱

ものを創るためでなく、新しいシステムを考えるチャ
ンスととらえたい。災害に強い町を作ることにもつな
がる。創造的なリーダーシップを。

Ａ　旧年末からの基本構想基本計画案後のパブ
リックコメント、アンケート、新庁舎町民検討

会、2月16日、17日に町民との意見交換の場を持つ。
平成31年度に基本設計、32年度には実施設計と進む予
定。さまざまな場面で説明、意見を伺い、活かしていく。

Ｑ　都市化のボーダーとして二宮町の誇る風土だ
が荒れている。自然を活かした健やかな暮らし

のために、防災の視点からも「農」の可能性は計り知
れない。また水辺の環境改善の発言力を持つためにも
自然を活かす施策実績が欲しい。

Ａ　新規就農、遊休農地対策への支援を続ける。
農に親しむニーズを活かすことも進めたい。

Ｑ　安心安全のために予防接種、免疫の情報提供
と自治体損害補償保険の適応への責務は。

Ａ　国、県の情報へのアクセス、図書館の活用も
ぜひ進めたい。しっかり勉強し、行政のバック

アップの可否を模索していく。

Ｑ　子育て世帯支援では経済的支援が重要。小児
医療費助成の所得制限撤廃、国民健康保険の子

ども向けの均等割減額をどう考えているか。

Ａ　国の施策を求めている。町独自では財政的に
難しい。近隣自治体の動きを見ていく。

Ｑ　学校再配置は地域で学校を支える方々、教職
員、保護者の合意に基づく進め方が必要で、急

ぐ必要があるのか。

Ａ　平成32年度を目標に計画をまとめるが、話し
合い・意見を尊重する。一方的には進めない。

少子化への対応は必要で、関係者に対し、説明会・意
見交換の場を設けていく。

Ｑ　「二宮型」地域包括ケアシステムとは。

Ａ　地域力に依拠した地域包括支援だ。各課横断
的に、地区の課題と合わせて研究を進める。

Ｑ　コミバスを使いやすくする検討は。

Ａ　増便は財政的に厳しい。利便性の改善は地区
とも話し合って進めていく。

Ｑ　町政運営にあたり、町長表明の６つの柱に加
えて、もう２つの柱「①地域経済活性化 ②職員

の働き方改革と事業の見直し」を意識して取り組むこ
とを求める。役場新庁舎整備やエアコン設置事業など
の町事業を、地域経済の活性化に結びつけられないか。

Ａ　地元への発注で地域循環を増やすことは重要
と認識。法的な規制もある。方法を研究する。

Ｑ　地方創生などに人や予算を充ててきたことに
対して総括が必要。働き方改革と住民サービス

の充実を合わせて進めるために、職員定数を増やし、
再任用職員の扱いを改めよ。

Ａ　2020年からの法改正に合わせて、非常勤・嘱
託職員のあり方を調査研究している。

抜本的政治システムの改革
を視野に新庁舎議論を

地域経済活性化・働き方
改革を町政の柱に加えよ

一石　洋子 渡辺　訓任
（神奈川ネットワーク運動） （日本共産党）

防災の一助・絶好の遊び場であった田んぼや畑

※記事は本人の原稿に基づくもの
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⃝�特別職の職員の給与に関する
条例（☆１）

①�人事院勧告により年２回の期末
勤勉手当を４月１日から同率に。

②�残業手当未払いの責任を取る
ため町長、副町長、教育長の１～
３月までの給与月額を30％減額。

� 11対２で可決

賛副町長、教育長の人事が不
明なままでは働き方改革が進む
か疑問だったが答弁で確認でき
たので賛成。（根岸）

賛算定根拠に対し疑問。新三
役の働き方改革の意思と受け止
める。サービス改善含め、進捗
の報告を求める。（渡辺）

賛３割減でも4,200万円は穴埋
めできない。あくまでも責任と
対策に引き続き取り組む姿勢を
見せることと理解。�（小笠原）

反人事が変わる直前に「責任
を取るため」は変。結果、元副
町長は影響なく、無関係な新教
育長が減額で理解不能。（露木）

反行政で責任を取れるのは町
長しかいない。常に側近と一緒
では、組織に混乱が生じる。（坂
本）

⃝二宮町税条例（☆２）
①�控除対象配偶者から同一生

計配偶者に名称変更。

②法人町民税割の引き下げ。
③�公害防止設備と再生可能エ

ネルギー発電設備の償却資
産２年延長と軽減拡大。

� 12対１で可決

反地方交付税の財源付け替え
で、町財政の自主性をさらに縮
める。太陽光発電支援のわがま
ち特例の充実は賛成。（渡辺）

⃝�職員の給与に関する条例（☆３）
人事院勧告により、給与表およ
び勤勉手当等の支給割合等と週
休日の時間外手当を変更。
� 全会一致で可決

（4） 第170号 平成31年（2019年）２月25日発行

※カッコ内の☆番号は右ページの表の☆番号と対応

人権擁護委員に２名を選任 要司氏は富士見が丘在住で５期目（任期３年）、谷本喜代子氏は一色在住で１期
目（任期３年）となる。� 全会一致で可決
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Q町政は教育行政と違う。府川氏にどのような町
政運営を期待しているのか。
Aこれまでの４年間の課題を共有している。その
継続性を持っていきたい。人柄を信頼している。

反行政手腕について力量が不明であり賛同するこ
とに確信が持てないため慎重を優先。（大沼）

副町長に府川陽一氏（69歳）
平塚市の中学校教諭・教頭、教育
委員会、小学校長、県教育委員会
中教育事務所長等を歴任。二宮町
では西中学校長として奉職。平成
26年12月より教育長。大磯町在住。
� 賛成多数で可決（11：２） Q小中一貫、コミュニティスクール、再配置等に

力を発揮してもらえるのか。何を求めているか。
Aどう携わってきたか把握していないが、教育行
政全般の課題を幅広く捉えていると受け止めてい
る。子どもたちの教育環境を整えていくことを期待
する。

反副町長と同じ理由。判断に足る十分な情報がな
いままでの賛成は議会軽視となる。（松﨑）
賛温厚で非の打ち所のない好人物であると複数の
方から伺った。（前田）

教育長に森英夫氏（61歳）
秦野市の小学校教諭・教頭・校長、
県教育委員会中教育事務所長など
を歴任。百合が丘在住。
� 賛成多数で可決（12：１）

副
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長
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長
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歳入の主なものは、国庫補助金（ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付
金）3,633万円。財政調整基金繰入金�5,500万円。町債３億7,100万円（臨時
財政対策債7,500万円、小中学校空調設備事業債２億9,600万円）など。
� 一般会計は賛成多数で可決。４特別会計は全会一致で可決

ブロック塀等撤去工事補助金（75万円）
危険なブロック塀の速やかな撤去を促すための新たな
補助制度。対象工事や補助額の詳細は町ホームページ
や都市整備課で確認できる。

自立支援給付費（4,528万円）
施設での日中活動を支援する生活介護や、企業等への就労
に向けた訓練を行う就労移行支援等の利用増に加え、一部
サービスの報酬改定によるもの。国、県から3,396万円補助
される。

【反対討論】
時間外手当未払い金の遅延損害金請求を
職員に選択させたのは町の意図を感じ
る。実際請求した人はわずか。対象者全
員に支払うべき。（露木）

百合が丘保育園の改修工事（447万円）
擁壁が桜の木の根により崩れかけ両方を撤去。
駐車台数増、段差解消工事を行う。利用者の安
全確保並びに利便性の向上が図られる。

各議員の議案 · 陳情に対する賛成 · 反対は？
善
波
　
宣
雄

羽
根
か
ほ
る

松
﨑
　
　
健

二
宮
　
節
子

杉
崎
　
俊
雄

坂
本
　
孝
也

小
笠
原
陶
子

露
木
　
佳
代

渡
辺
　
訓
任

大
沼
　
英
樹

前
田
憲
一
郎

根
岸
ゆ
き
子

一
石
　
洋
子

野
地
　
洋
正

結 

果

町長提出議案名（左側の数字は議案番号）
57 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
58 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
59 二宮町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
60 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例…☆1 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決
61 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例…☆3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
62 二宮町税条例の一部を改正する条例…☆2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決
63 平成30年度二宮町一般会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ 可決
64 平成30年度二宮町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
65 平成30年度二宮町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
66 平成30年度二宮町介護保険特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
67 平成30年度二宮町下水道事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
68 副町長の選任について ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可決
69 教育長の任命について ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

陳　情　名（左側の数字は陳情番号） 　

4 「介護労働者の労働環境及び処遇の改善」のために国に対し意見書の提出を求め
る陳情…☆4 ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 採択

5 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める陳情…☆5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択
6 国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情…☆6 ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 不採択
7 神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情…☆6 ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 不採択

　　※議案について、○は賛成、●は反対したことを意味しています。　※陳情については、○は採択、●は不採択です。
　　※野地議長は採決に加わりません。

補 予 算注 目 正‼
一般会計は４億9,738万円の増額

小中学校の
エアコン
設置

残業代
未払いの
対応

※千単位切り捨て

新

新

町民温水プール施設管理運営事業
（698万円）
猛暑による電気使用量増加と機器
の故障等の影響により、電気・水
道・ガス料金不足で366万円。加
圧給水ポンプユニット２台のうち
１台が故障し交換180万円。男女
更衣室のエアコン故障により新規
に設置152万円。早急な修繕計画
を求められる。

未払い時間外勤務手当の
遡及支給4,282万円
職員の時間外勤務手当に
関する条例違反を是正す
るため、労働基準法に基
づき過去２か年度分の遡
及支給額4,181万円と、遅
延損害金101万円を支払う
もの。

小・中学校空調設備整備
（４億890万円）
小・中学校で、計113室に導入。
今夏の稼働を目指し４億890万円
を計上。国から3,633万円、町債・
借入金２億9,600万円、一般財源
7,657万円を見込む。入札後、臨
時議会で承認を受け契約、着工
予定。快適な教室での授業が期
待される。
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働
き
方
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
は
約
７
割
、 

29
年
は
約
６
割
の
職
員
に

時
間
外
手
当
が
不
払
い
。

報
道
後
の
動
き
は
。

　

部
課
長
を
除
く
職
員

に
実
態
把
握
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
。
業
務
量
、
配

置
人
数
、
組
織
の
課
題
と

改
善
策
等
の
意
見
を
聞
い

た
。
課
長
級
に
よ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
も
実
施
し
て
い
る
。

　

職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
策
は
。

　

実
践
に
あ
た
り
一
番

大
切
な
の
は
、
職
員
自
身

が
仕
事
に
自
信
と
誇
り
を

持
つ
こ
と
。
そ
れ
を
根
底

に
組
織
と
し
て
協
力
し
合

い
な
が
ら
仕
事
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
し
た
い
。

　
少
数
精
鋭
で
働
き
方

改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
、
今
の
頑
張
り
の
ゴ
ー

ル
は
何
に
つ
な
が
る
の
か

見
え
る
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

少
人
数
で
の
方
法
も

考
え
て
い
き
た
い
。
職
員

か
ら
の
意
見
を
整
理
し
、

こ
の
先
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
立
て
る
。

　
現
在
の
評
価
方
法
で

は
事
業
の
整
理
は
で
き
な

い
の
で
は
。

　

評
価
シ
ー
ト
は
根
本

的
に
見
直
す
。
た
だ
仮
に

担
当
が
見
直
し
や
廃
止
を

指
摘
し
て
も
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
に
直
結
す
る
の
で
廃

止
に
は
直
接
的
に
結
び
つ

い
て
い
な
い
。

　
町
長
は
自
身
の
選
挙

違
反
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

不
注
意
と
言
わ
れ
て

し
ま
え
ば
そ
う
だ
と
思

う
。
し
っ
か
り
反
省
、
改

善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
す

る
。
町
民
の
信
頼
を
損
ね

る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
大
変
申
し
訳
な
か
っ

た
と
思
う
。

　
い
つ
か
町
民
に
説
明

す
る
つ
も
り
は
あ
っ
た
か
。

　

な
い
。
逆
に
こ
の
場

で
説
明
し
て
答
え
て
い
る
。

支
援
が
必
要
な
子
に
対

す
る
切
れ
目
の
な
い
支

援
の
強
化
に
つ
い
て

　

発
達
支
援
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
つ
く
る
べ
き
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
情
報
不

足
。

　

保
健
師
も
必
要
性
を

認
識
。
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は

来
年
度
中
に
つ
く
る
方
向
。 

保
護
者
や
専
門
職
の
意
見

を
踏
ま
え
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
改
善
し
て
い
き
た
い
。

露
木 

佳
代

無
所
属

仕
事
に
自
信
と
誇
り
を
持
て
る
よ
う

職
員
の
声
を
生
か
し
改
善

答
働
き
方
改
革
へ
の
本
気
度
を
問
う

問

保健師や保護者のサポートに
なる発達支援ハンドブック

議員名 一般質問の内容 議員名 一般質問の内容

1 露木 佳代

①�職員の働き方を抜本的に改
善することについて

②�支援が必要な子に対する�
『切れ目のない支援』�の強
化について

6 小笠原 陶子 地域福祉の向上のための住民
参加について

7 坂本 孝也 役場新庁舎建設計画について

2 羽根 かほる 職員の時間外勤務の在り方と
管理方法について問う

3 二宮 節子

①�学校における防災教育につ
いて

②�高齢化が進展する今後の投
票所のありかたについて

③�「地域の通いの場」の今後
について

4 大沼 英樹 新庁舎移転場所について予定
地域が適当であるかを問う

5 松﨑 健 一色小学校区地域再生協議会
について

一般質問は、大事な議員活動のひとつです。二宮町
は１問１答方式であり、２問目以降の質問は、制限
時間内（質問テーマ１件につき40分、２件以上は60
分です。）であれば何度でも自由にできます。ただし、
町側の答弁時間は含まないため、議員１人につき１
時間から２時間半以上行われることもあります。
※記事は本人の原稿に基づくもの。
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防
災
教
育
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
へ
の
長

期
に
わ
た
る
安
全
教
育

は
、
被
災
時
の
対
応
能
力

を
つ
ち
か
い「
生
き
る
力
」

と
し
て
国
も
進
め
て
い

る
。
学
年
に
応
じ
た
独
自

の
防
災
教
本
を
使
用
し
て

い
る
例
も
あ
る
が
、
現
状

を
聞
く
。

　

平
成
24
年
策
定
の
教

育
委
員
会
防
災
方
針
に
よ

り
、
学
校
ご
と
に
特
別
活

動
の
中
で
実
施
。
随
時
見

直
し
も
必
要
と
考
え
る
。

　
自
主
防
災
隊
、
消
防

本
部
と
連
携
し
た
訓
練
は
。

　

現
在
は
な
い
。
防
災

教
育
は
総
合
教
育
会
議
で

検
討
す
る
。

共
生
社
会
の
投
票
方
法

　
高
齢
化
や
運
転
免
許

証
返
納
な
ど
に
よ
り
指
定

投
票
所
へ
の
移
動
困
難
者

が
増
え
て
い
る
。
移
動
支

援
や
移
動
投
票
所
に
か
か

る
経
費
は
、改
正
に
よ
り
、

国
政
選
挙
は
全
額
、
地
方

選
挙
は
一
部
を
国
が
負

担
。
導
入
の
考
え
は
。

　

箱
根
町
は
移
動
式
期

日
前
投
票
所
を
導
入
し
て

い
る
が
準
備
や
投
票
時
の

名
簿
確
認
作
業
等
の
課
題

が
あ
る
。
す
ぐ
の
導
入
は

難
し
い
が
必
要
な
も
の
と

認
識
し
、早
期
に
調
査
研
究
、 

検
討
す
る
。
要
支
援
者
は

福
祉
部
門
と
協
議
す
る
。

　
共
通
投
票
所
の
設
置

は
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応

や
安
全
性
の
確
保
な
ど
重

要
な
課
題
が
あ
り
慎
重
に

判
断
し
て
い
く
。

通
い
の
場
に
つ
い
て

　
参
加
者
増
の
工
夫
は
。

　

参
加
で
き
な
い
方
が

運
動
の
習
慣
を
つ
け
る
た

め
、
自
宅
で
で
き
る
体
操

を
考
案
中
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
の

配
布
を
す
る
た
め
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｙ
カ
ー
ド
の
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
、
継
続

し
て
参
加
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
て
は
。

　

実
施
し
な
い
が
、
通

う
こ
と
に
よ
る
体
力
の
変

化
で
実
感
し
て
欲
し
い
。

　
担
い
手
の
養
成
は
。

　

魅
力
あ
る
養
成
講
座

の
開
催
と
、
各
地
域
の
担

い
手
同
士
の
情
報
・
意
見

交
換
を
続
け
る
。

一般質問

　
時
間
外
労
働
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
業
務
、
職

務
と
具
体
的
な
対
応
策
は
。

　

町
民
の
方
か
ら
直
接

要
望
を
受
け
る
職
務
に
多

い
傾
向
。業
務
分
担
再
編
、

臨
時
職
員
の
配
置
、
職
員

の
応
援
派
遣
、
業
務
実
態

把
握
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
。
集
約
後
、
課
長
職
を

中
心
に
取
り
組
む
。

　
業
務
実
態
把
握
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
集
約
は
い
つ
ま

で
に
終
了
す
る
の
か
。

　

本
年
1
月
末
ま
で
に

終
了
す
る
。
具
体
的
な
対

応
策
は
そ
の
後
検
討
。

　
時
間
外
労
働
は
管
理

職
職
員
へ
の
事
前
申
告
、

承
認
制
と
な
っ
て
い
る
が

実
態
は
い
か
が
か
。

　

以
前
は
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
状
況
。
平
成
29
年

度
か
ら
時
間
外
命
令
簿
の

様
式
を
変
更
。
時
間
外
の

事
前
命
令
と
事
後
確
認
の

徹
底
を
図
っ
た
。
浸
透
し

て
き
て
い
る
。

　
時
間
外
労
働
の
実
態

把
握
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
は
時
間
の

裏
付
け
は
な
か
っ
た
。
現

在
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
出
退

勤
管
理
の
導
入
を
進
め
て

い
る
。

　
時
間
外
労
働
の
目
標

時
間
数
は
。

　

時
間
外
ゼ
ロ
時
間
を

目
標
と
す
る
。

　
約
30
年
続
い
て
き
た

習
慣
が
す
ぐ
に
改
善
さ
れ

る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
。
時
間
を
か
け
て
取
り

組
む
こ
と
短
期
的
に
取
り

組
む
こ
と
の
具
体
的
な
内

容
は
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
勤

務
時
間
管
理
は
す
ぐ
に
対

応
し
た
い
。
課
長
職
か
ら

上
が
っ
た
意
見
を
精
査
、

整
理
し
進
め
て
い
き
た
い
。

　
時
間
外
労
働
を
減
少

し
て
い
く
と
共
に
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
標

と
す
る
必
要
が
あ
る
が
そ

の
対
応
策
は
。

　

事
業
の
見
直
し
を
推

進
す
る
。
時
間
外
の
削
減

は
必
要
な
事
業
を
な
く
し

て
業
務
を
減
ら
す
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
業
務
の

効
率
化
を
い
か
に
進
め
る

か
が
重
要
。
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

二
宮 

節
子

羽
根
か
ほ
る

公
明
党

無
所
属

必
要
な
も
の
だ
と
認
識
し

早
い
時
期
に
検
討

答

実
態
把
握
と
新
た
な
管
理
方
法

に
よ
り
時
間
外
ゼ
ロ
を
目
指
す

答

共
生
社
会
の
選
挙
に
必
要
な

移
動
支
援・移
動
式
投
票
所
は

問

職
員
の
時
間
外
の
在
り
方
と

管
理
方
法
に
つ
い
て
問
う

問

改定された勤務命令簿により
時間外が減少傾向に

二宮町も走ると嬉しい移動投票所
写真は島根県浜田市
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一
色
小
学
校
区
地
域

再
生
協
議
会
発
足
か
ら
2

年
半
。
同
地
域
の
活
力
は

ど
の
程
度
復
活
し
た
の
か
。

　
成
果
と
し
て
、
福
祉

部
会
の
設
立
、
こ
う
り
ゅ

う
ル
ー
ム
設
置
、
合
唱
団

結
成
、
ふ
る
さ
と
の
家
の

活
用
、
公
園
の
花
壇
化
、

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
連
携

実
施
が
実
現
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
動
き
出
し
て
い
る
。

　

協
議
会
の
目
標
は

「
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
」

を
つ
く
る
こ
と
。
具
体
的

に
は
少
子
・
高
齢
化
、
空

き
家
の
増
加
等
地
域
課
題

を
解
決
す
る
な
ど
と
謳
っ

て
い
る
。
成
果
は
数
値
化

で
き
る
は
ず
。

　
空
き
家
を
ゼ
ロ
、
高

齢
化
率
を
下
げ
る
等
を
考

え
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
な
ぜ
、
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
軸
を
置
き
、
前
述

の
地
域
課
題
解
決
に
不
可

欠
な
交
通
弱
者
の
問
題
に

取
り
組
ま
な
い
の
か
。
問

題
提
起
さ
れ
て
い
た
が
却

下
さ
れ
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
か
っ
た
と
思

う
。
ま
ず
は
人
の
つ
な
が

り
や
活
動
拠
点
を
設
け
る

こ
と
か
ら
始
め
た
。
平
成

31
年
度
か
ら
検
討
す
る
移

動
支
援
が
実
現
す
れ
ば
協

議
会
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
多

く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で

き
な
く
て
も
人
は
生
き
ら

れ
る
が
、
買
い
物
や
通
院

が
で
き
な
く
な
る
と
生
き

て
い
け
な
い
。
従
っ
て
空

き
家
が
増
え
て
い
く
。

　
ま
ず
は
イ
ベ
ン
ト
や

講
座
に
送
迎
す
る
こ
と
か

ら
検
討
す
る
。
段
階
を
踏

み
な
が
ら
買
い
物
や
通
院

の
問
題
に
取
り
組
み
た
い
。

　
ど
れ
だ
け
の
人
が
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
希
望

し
て
い
る
の
か
。「
住
み

続
け
る
」
た
め
の
交
通
弱

者
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
た
め
だ
け
の
交
通
弱
者

対
策
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　
指
摘
は
最
優
先
課
題

と
捉
え
て
お
り
、
協
議
会

に
対
し
プ
ッ
シ
ュ
し
て
い

る
が
押
し
付
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
状
況
。
松
﨑
議

員
に
も
協
議
会
に
入
っ
て

い
た
だ
い
て
一
緒
に
進
め

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

洪
水
警
戒
区
域
内
へ
の
新

庁
舎
建
設
が
安
心
安
全
な

防
災
拠
点
と
な
る
か
。

　

現
庁
舎
の
耐
震
補

強
、
現
在
地
で
の
建
て
替

え
、
ラ
デ
ィ
ア
ン
周
辺
、

東
京
大
学
果
樹
園
跡
地
の

事
業
性
、
安
全
性
な
ど
検

討
の
上
、
ラ
デ
ィ
ア
ン
周

辺
が
最
善
と
し
た
。
葛
川

治
水
対
策
の
早
期
実
現
に

向
け
、
県
に
強
く
要
望
し

て
い
く
。

　
過
去
４
０
０
年
、
町

の
風
雨
災
害
13
件
、
昭
和

10
年
に
は
甚
大
な
被
害
の

歴
史
が
あ
り
町
は
雨
に
弱

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
冠
水
の
影
響
を
受
け

な
い
よ
う
電
気
室
・
災
害

対
策
本
部
を
２
階
に
考
え

て
お
り
、
空
間
構
成
に
も

配
慮
を
図
る
。

　
ラ
デ
ィ
ア
ン
周
辺
は

以
前
池
が
あ
り
地
下
水
噴

出
な
ど
軟
弱
地
盤
の
可
能

性
を
感
じ
る
が
そ
の
点
は

考
慮
し
て
い
る
か
。

　
地
下
水
流
入
は
既
存

の
調
整
池
で
対
応
可
能
、

調
査
資
料
か
ら
10
メ
ー
ト

ル
程
度
の
支
持
杭
３
０
０

本
程
の
設
置
に
な
る
と
予

想
し
て
お
り
、
技
術
的
に

は
十
分
に
建
設
可
能
な
場

所
と
考
え
て
い
る
。

　
津
波
の
緊
急
輸
送
道

路
に
国
道
１
号
線
・
西
湘

バ
イ
パ
ス
は
使
え
る
か
。

　
県
道
71
号
線
に
隣
接

す
る
た
め
ラ
デ
ィ
ア
ン
周

辺
を
評
価
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
４
月
号

『
広
報
に
の
み
や
』
で
は

15
億
円
と
し
て
い
た
建
設

費
が
な
ぜ
26
億
円
を
超
え

る
ま
で
に
な
っ
た
か
。

　
免
震
構
造
と
し
、
保

健
セ
ン
タ
ー
や
教
育
委
員

会
事
務
所
を
含
ん
だ
た
め

で
あ
り
事
業
費
に
つ
い
て

は
、
構
造
や
設
備
等
で
大

幅
な
変
動
も
あ
り
今
後
の

基
本
・
実
施
設
計
を
行
う

中
で
詳
細
な
金
額
を
出
す

こ
と
に
な
る
。

要
望　
計
画
を
変
更
で
き

る
な
ら
今
後
余
る
小
学
校

の
利
用
を
提
案
し
た
い
。

新
庁
舎
建
設
の
た
め
に
大

金
を
投
じ
、
そ
の
結
果
が

補
助
金
を
削
減
し
、
町
民

の
暮
ら
し
や
す
さ
を
奪
う

こ
と
の
な
い
よ
う
、
町
全

体
の
波
及
効
果
や
未
来
の

町
に
責
任
を
も
っ
て
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

大
沼 

英
樹

無
所
属

松
﨑 

　
健

無
所
属

協
議
会
に
強
要
は
で
き
な
い
。

活
動
に
参
加
し
進
め
て
ほ
し
い

答

防
災
と
利
便
性
、
町
民
の
声
を
基

に
整
備
へ
向
け
対
策
を
講
じ
る

答

一
色
小
区
再
生
協
議
会
は
交
通

弱
者
問
題
に
向
き
合
う
べ
き

問

新
庁
舎
移
転
場
所
の
予
定
地

域
が
適
当
で
あ
る
か
を
問
う

問

一般質問

坂の多い地域は、免許返納した
高齢者には過酷な環境

広報にのみやには概算事業費
15億円とあったのに…

条件 現庁舎
耐震化

現地
建替え

ラディアン
周辺に移転

東大果樹園
跡地に移転

利
便
性
等

わかり
やすさ

慣れ親
しまれ

た場所で周
知されてい
る

慣れ親
しまれ

た場所で周
知されてい
る

中心市
街地、

ラディアン
近接でわか
りやすい

公共施
設がな

く、新たな
周知が必要

歩行者・
自転車
対応

高台に
位置し

ている

高台に
位置し

ている

中心市
街地に

あり歩道等
も整備済み

歩道が
整備さ

れていない

事
業
性

概算
事業費

17億２
千万円

20億１
千万円 15億円 15億６

千万円
仮説庁舎
の必要性 一部必要 必要 不要 不要
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昨
年
12
月
に
町
か
ら

報
告
さ
れ
た
基
本
構
想
・

基
本
計
画
（
案
）
に
よ
る

と
移
転
先
を
ラ
デ
ィ
ア
ン

北
側
の
空
き
地
を
庁
舎

に
、
調
整
池
を
駐
車
場
に

し
た
場
合
に
考
え
ら
れ
る

影
響
に
つ
い
て
、
災
害
時

の
仮
設
住
宅
や
町
民
の
集

合
場
所
等
の
防
災
公
園
と

し
て
の
機
能
は
維
持
で
き

る
か
。
ま
た
「
菜
の
花

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
や
「
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」
な
ど
イ

ベ
ン
ト
時
の
駐
車
収
容
能

力
は
維
持
で
き
る
か
。
果

樹
公
園
を
県
か
ら
払
い
下

げ
ら
れ
な
い
か
。

　

充
分
認
識
し
て
い
る

が
具
体
的
検
討
に
は
い

た
っ
て
い
な
い
。
今
後
調

整
す
る
。

　
30
億
近
い
多
額
の
費

用
は
必
要
か
。
近
隣
の
町

に
あ
る
よ
う
な
木
造
の
役

所
で
は
だ
め
か
。

　

建
設
費
は
今
後
最
小

限
に
抑
え
て
い
く
。

　
町
民
セ
ン
タ
ー
は
そ

の
ま
ま
か
。

　
近
い
将
来
の
課
題
だ
。

　
庁
舎
の
取
り
壊
し
費

用
は
。

　

約
８
千
万
円
含
ま
れ

て
い
る
。

　
庁
舎
移
転
先
に
二
宮

小
学
校
は
検
討
し
た
か
。

二
宮
小
の
児
童
は
一
色
小

や
山
西
小
に
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
送
迎
し
、
昼
間
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て

運
行
す
る
こ
と
で
買
い
物

難
民
の
解
消
に
も
な
る
。

町
立
百
合
が
丘
保
育
園
や

保
健
セ
ン
タ
ー
、
町
民
セ

ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議

会
も
吸
収
で
き
る
。
山
梨

県
北
杜
市
や
箱
根
町
の
事

例
を
参
考
に
し
た
か
。

　

学
校
の
統
廃
合
に
つ

い
て
は
４
、
５
年
先
に
計

画
す
る
の
で
、
役
場
の
移

転
先
と
し
て
は
考
え
て
い

な
い
。

要
望　
多
額
の
予
算
を
か

け
て
実
行
す
る
庁
舎
移
転

事
業
は
、
後
々
問
題
が
起

き
な
い
よ
う
に
「
案
」
が

取
れ
て
計
画
書
に
な
る
前

に
多
方
面
か
ら
検
討
し
直

し
、
町
民
か
ら
評
価
さ
れ

る
結
果
に
な
る
よ
う
に
議

会
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

進
め
て
ほ
し
い
。

一般質問

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
の
受
講
状
況
と
受
講

者
の
活
動
状
況
は
ど
う

か
。
講
座
は
１
回
が
１
日

か
か
り
、
そ
れ
を
同
じ
曜

日
に
４
回
実
施
は
参
加
し

に
く
い
。

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を

実
施
し
、
改
め
て
基
本
を

学
ぶ
こ
と
で
、
行
事
を
こ

な
し
流
さ
れ
る
だ
け
の
現

状
に
改
善
を
望
む
。

　
養
成
講
座
は
平
成
24

年
か
ら
開
催
。
平
成
29
年

ま
で
で
延
べ
１
１
２
名
が

受
講
。
そ
の
う
ち
40
名
が

団
体
登
録
。
一
番
多
い
の

が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
施
設
で

の
話
し
相
手
、
身
体
障
が

い
者
施
設
の
作
業
手
伝
い

が
特
に
多
い
。
講
座
回
数

は
全
６
回
を
４
回
に
減
ら

し
た
。
参
加
者
増
に
向
け

研
究
し
、
県
の
講
座
等
も

わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

は
、
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
福
祉
関
係
11
団
体
が
登

録
さ
れ
、
そ
れ
と
は
別
に

生
涯
学
習
課
担
当
の
「
身

近
な
余
暇
ガ
イ
ド
」
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
環
境

や
子
育
て
等
30
団
体
プ
ラ

ス
地
区
社
協
が
登
録
さ
れ

て
い
る
。
町
民
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
は
45
団
体
が

登
録
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希

望
者
が
わ
か
り
に
く
い
。

町
田
市
の
よ
う
に
写
真
入

り
の
マ
ッ
プ
作
成
を
望
む
。

　
マ
ッ
プ
は
作
成
し
て

い
な
い
が
、
社
協
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
受
け
入
れ
る
福
祉
施

設
の
リ
ス
ト
や
地
域
の
通

い
の
場
な
ど
、
個
人
で
も

で
き
る
活
動
の
場
所
を
掲

載
し
て
い
く
。
二
宮
町
は

各
団
体
の
活
動
拠
点
が
ラ

デ
ィ
ア
ン
か
町
民
セ
ン

タ
ー
等
限
ら
れ
た
場
所
な

の
で
マ
ッ
プ
の
メ
リ
ッ
ト

は
弱
い
が
参
考
に
し
て
わ

か
り
や
す
い
情
報
発
信
に

努
め
る
。

　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
よ
う
な
低
額
の

謝
金
で
運
用
し
て
い
る
制

度
も
あ
る
が
、
基
本
は
活

動
場
所
の
見
え
る
化
で
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
る
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
課
題
と
認
識
。

よ
く
検
討
し
て
進
め
る

答

育
成
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

を
充
実
し
活
動
場
所
を
整
え
る

答

役
場
新
庁
舎

建
設
計
画（
案
）に
つ
い
て
聞
く

問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
は

問

町田市のボランティアマップ
見やすくわかりやすい

町村合併で高校２校が１校に
１校を役所にした北杜市

小
笠
原
陶
子

無
所
属

坂
本 

孝
也

無
所
属
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（　）は党派・期数
＊本人の原稿をそのまま掲載しています。

　

昨
年
12
月
、
改
選
後
の
臨

時
会
に
お
き
ま
し
て
議
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
重

責
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
次

第
で
す
。
今
議
会
は
、
14
名

中
10
名
が
２
期
ま
で
と
、
と

て
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
議
会
と

な
り
ま
し
た
。
重
き
伝
統
を

守
り
つ
つ
も
、
新
た
な
議
会

を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
の
活
性
化
、
開
か
れ
た

議
会
は
、
議
員
に
よ
る
活
発

な
質
疑
、
意
見
交
換
、
討
論

が
あ
っ
て
こ
そ
始
ま
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
一
つ
一
つ
、
未
来

に
輝
く
ま
ち
を
、
共
に
築
き

ま
し
ょ
う
。

　

二
宮
町
の
将
来
に
関
わ
る

政
策
が
庁
舎
移
転
な
ど
着
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
案

件
を
成
功
に
導
く
こ
と
は
、

私
の
使
命
で
あ
る
と
感
じ
て

お
り
、
一
生
懸
命
努
力
し
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を

反
映
し
、
わ
か
り
や
す
く
、

そ
し
て
オ
ー
プ
ン
な
町
政
を

目
指
し
ま
す
。
庁
舎
移
転
を

含
め
、
未
来
を
見
据
え
た
二

宮
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
等
大
き
な
課

題
の
あ
る
中
で
も
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
手
抜
か
り
は
許
さ
れ

な
い
。
町
民
の
想
い
を
町
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
是
々

非
々
で
取
り
組
み
「
全
て
は

町
民
の
た
め
」を
実
践
す
る
。

主
権
者
町
民
の
町
政
で
あ
れ

「
情
報
発
信
・
共
有
に
よ
る

民
意
の
形
成
と
施
策
反
映
」

　

皆
さ
ま
と
楽
し
み
な
が
ら

実
現
し
ま
す
。

　

二
期
目
の
船
出
を
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
議
会
選
出
の
監

査
委
員
を
拝
命
い
た
し
、
町

政
運
営
を
よ
り
学
び
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
安
全
に
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
町
づ

く
り
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
弱
者
が
安
心
し
て
移

動
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
は

喫
緊
の
課
題
。
庁
舎
移
転
は

こ
の
町
の
方
向
性
を
示
す
数

十
年
に
一
度
の
大
イ
ベ
ン
ト
。

大
胆
か
つ
慎
重
に
、
未
来
を

見
つ
め
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
民
の
方
々
の
楽
し
く
活

気
あ
る
日
々
の
営
み
が
あ
ふ

れ
て
こ
そ
二
宮
町
。皆
さ
ま
、

議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
り

町
づ
く
り
を
目
指
せ
ば
必
ず

成
し
遂
げ
ら
れ
ま
す
。
議
会

の
一
員
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　
「
憲
法
を
く
ら
し
に
活
か

す
ま
ち
づ
く
り
」を
念
頭
に
、

く
ら
し
・
福
祉
・
子
育
て
・

教
育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま

す
。皆
さ
ま
の
切
実
な
要
望
・

要
求
を
知
恵
と
力
を
出
し

合
っ
て
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　

議
会
運
営
委
員
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
議
会
議
論

は
、
全
体
の
建
設
的
な
活
動

に
繋
げ
る
た
め
の
下
地
作
り

と
心
得
、
ま
ち
づ
く
り
に
根

を
深
く
張
れ
る
よ
う
心
新
た

に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
支
援
頂
き
ま
し
た
皆
さ

ま
に
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
建
設
経
済
常
任
委
員
長

の
任
を
受
け
、
役
場
新
庁
舎

建
設
や
時
代
の
変
遷
と
と
も

に
生
じ
る
課
題
に
取
り
組

み
、努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
世
界
経
済
の
影
響

や
消
費
税
増
税
等
、
経
済
的

に
厳
し
い
年
と
予
想
。
町
民

相
談
の
機
会
を
増
や
し
、シ
ェ

ア
に
の
み
や
の
充
実
、
優
し

く
温
か
く
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
『
真
実
一
路
』
町
民
目
線
を

町
政
へ
反
映
致
し
ま
す
。
皆

さ
ま
か
ら
の
信
託
を
笑
顔
の

暮
ら
し
で
お
返
し
で
き
る
様

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
町
の

未
来
を
守
り
笑
顔
の
町
づ
く

り
随
時
会
員
募
集
中
で
す
！

　
「
地
」

　

新
た
な
任
期
、
新
し
い
年

の
始
め
に
こ
の
一
字
を
掲
げ

ま
す
。
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
二

宮
町
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く

り
に
皆
さ
ま
と
の
出
逢
い
を

繋
ぎ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

野地洋正
議長

（無所属２期）

善波宣雄
副議長

（無所属２期）

羽根かほる
議員

（無所属１期）

杉崎俊雄
議員

（無所属５期）

露木佳代
議員

（無所属２期）

前田憲一郎
議員

（無所属２期）

松﨑　健
議員

（無所属１期）

坂本孝也
議員

（無所属３期）

渡辺訓任
議員

（日本共産党２期）

根岸ゆき子
議員

（無所属５期）

二宮節子
議員

（公明党２期）

小笠原陶子
議員

（無所属６期）

大沼英樹
議員

（無所属１期）

一石洋子
議員

（神奈川ネット２期）

皆さまからいただいた1票1票を心に刻み、気持ち新たにスタートします

2019年　私の決意
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　議会は二元代表制のもと、町民から選挙で選ばれた議員で構成され、町民
の声を町政に反映するところです。議会の役割は、町の政策を最終的に決定
することと、決定した政策を町が適法・適正に、そして、公平・効率的に、
かつ民主的になされているか監視することです。
　二宮町議会は、町民から選挙で選ばれた14名の議員で構成され、２年ごと
に所属する委員会や役職を決めています。

【内容】本会議で付託・付議された請願・陳情、の案件についての審議を行います。また昨年は健康づくり条
例を提案したり、町の事業に対して意見書をまとめて提言したり、取り扱う案件の範囲で活動をしています。

構成：各７名。本人の希望を優先して決定。
【総務建設経済常任委員会】
案件の範囲：政策総務部、出納課、消防本部、選挙
管理委員会、監査委員事務局、都市部、農業委員会
が所管する事項、その他
委員長： 二宮節子　　副委員長：坂本孝也
委員： 善波宣雄、羽根かほる、杉崎俊雄、

大沼英樹、根岸ゆき子

【教育福祉常任委員会】
案件の範囲：健康福祉部、教育委員会が所管
する事項
委員長： 渡辺訓任　　副委員長：露木佳代
委員： 松﨑健、小笠原陶子、前田憲一郎、

一石洋子、野地洋正

私たちの議会での役割分担が決まりました

すべての議員はどちらかの委員会に属します！
総務建設経済常任委員会 or 教育福祉常任委員会

皆さまと議会を身近なものにする　議会基本条例推進委員会
【内容】シェアにのみや（年２回の議会報告会および意見交
換会）を企画・運営。議会基本条例の継承、検証および改正
について検討し、議会改革の諸課題に取り組みます。

構成：議会運営委員会以外の各委員長と議会だより編集委員
以外の７名の計10名。
委員長：小笠原陶子　　副委員長：一石洋子
委員： 善波宣雄、二宮節子、坂本孝也、露木佳代、

渡辺訓任、大沼英樹、前田憲一郎、野地洋正

快適に議会傍聴ができるような議会
ロビーの改善、多くの方に議会活動を知ってい
ただくためのラディ
アン展示ギャラリー
でのシェアにのみや
の開催、ホームペー
ジのリニューアルな
ど、改善を進めてい
ます。

議会運営委員会 議会だより編集委員会
【内容】町や議員から出される議案（条例、意見
書など）、請願・陳情などの取り扱いや、本会議
日程、そのほか議会運営の進め方について決めま
す。議会に関することで新しく導入することも話
し合います。

構成：各常任委員会の委員長を含む、４名ずつの
計８名。改選前までは６名だったが、議員の過半
数による決定とするため人数を増やした。
委員長：根岸ゆき子　　副委員長：杉崎俊雄
委員： 松﨑健、二宮節子、坂本孝也、露木佳代

渡辺訓任、一石洋子

【内容】議会だよりを３、６、９、12月の定例議
会ごとに発行します。他の自治体と違い、紙面構
成、レイアウト、取材、執筆、校正など、ほぼ全
般を議員が行っています。

構成：各６名。任期中通算２か年は委員となる。
委員長：露木佳代　
副委員長：羽根かほる
委員： 松﨑健、二宮節子、

杉崎俊雄、根岸ゆき子杉崎俊雄、根岸ゆき子

シェアにのみやにお越し下さい

トピック
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編
集
後
記

　
今
号
は
改
選
後
の
新
委
員
で

作
成
し
た
第
１
号
で
す
。

　
議
会
だ
よ
り
の
作
成
は
、
想

像
以
上
に
た
く
さ
ん
の
手
順
を

踏
み
、
一
字
一
句
確
認
し
な
が

ら
時
間
を
費
や
し
て
作
る
も
の

な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
町
の
方
向
性
に
対
し
、

３
月
議
会
で
決
断
を
す
る
可
能

性
が
あ
る
「
プ
ー
ル
の
将
来
に

つ
い
て
」
を
記
事
に
致
し
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ま
も
議
会
に

積
極
的
な
意
見
を
寄
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
が
「
発
行
が
楽
し

み
！
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
よ

う
な
〝
議
会
だ
よ
り
〟
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。�

（
羽
根
）

◉
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
委
員
長�

露
木
　
佳
代

　
副
委
員
長�

羽
根
か
ほ
る

　
委

員�

松
﨑
　
　
健

�

二
宮
　
節
子

�

杉
崎
　
俊
雄

�

根
岸
ゆ
き
子

昨年12月25日に議会に報告がありました

３つのプール
町は袖が浦プール廃止の方向へ

ご意見お待ち
しております

議会の決断は!?

平成26年９月
議会から意見

前年度の決算審査意見で「袖
が浦プールは有料利用者が少
ないまま推移しているので、
速やかに廃止されたい」との
意見が提出される。

平成27年９月
議会の委員会から提言書

総務建設経済常任委員会から「袖が浦プールは利用
率が低く経費が高い。学校プールとして利用している
側面もあるが、存続するなら、大幅な利用率の向上を
図るべきである。できなければ廃止も含め、検討する
こと」との提言が出される。

平成28年4月

袖が浦プール
を休止に

平成30年３月
議会全員協議会にて
町からの報告

公共施設再配置・町有地有効活
用実施計画の3つのプールのあ
り方について、平成30年度中に
将来的な方向性を検討し、短期
で廃止するプールを決定。

平成29年12月
議会から再開を求める
決議書提出
本会議において「子ども・
子育て支援、地域性を考慮
し二宮町営袖が浦プールの
再開を求める決議」が賛成
多数で採択。

平成29年６～７月
町が町民アンケートを実施

回収数436部（回収率43.6％）
◎�削減または廃止しても町民サービスは
維持できると思う施設� �
袖が浦プール�27％
　山西プール�17％　町民温水プール�５％

※回答結果より抜粋

平成30年８月
町が町民との意見交換
会を３か所で実施
　参加者のべ37人
　（うち議員のべ13人）

　平成30年12月
議会全員協議会で報告
町営プールの将来の方向性
について

※報告にて配布された資料より
平成25～29年度までの５年間の平均の� �
町負担額／年
◎�袖が浦プール�約640万円
　・袖が浦プールのみ３年分とする
　・再開に約1,950万円必要
◎山西プール�約870万円　
◎温水プール�約4,300万円　

　※学校授業のための送迎費用�230万円／年
●山西プールは存続
●�10年以内に、民間運営か広域自治体
運営ができなければ温水プールは廃止
もありうる。

2月26日から始まる定例会に
袖が浦プール廃止条例が町から
提出されると

→廃止には議員の

２/3以上の賛成が必要
（10人）

条例で記す「公の
施設の廃止」にか
かわるものに関す
る議決の場合

単に賛成・反対で
はなく、各議員が
さまざまな考えを
持っています。賛
否の理由にもご注
目ください。


